
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年２月９日（月） 

穴水町立穴水中学校 

一歩踏み出す勇気  
  
先月のことです。校庭に深く雪が降り積もったあの日、私はある一人の 3年生に「雪かきを少し手伝って

くれないか」と声をかけました。すると、その一言をきっかけに、驚くほど多くの 3年生が次々とスコップ

を手に取り、ボランティアの輪に加わってくれました。冷たい空気の中で白い息を吐きながら、誰かのため

にと黙々と雪を運ぶ皆さんの姿は、非常に頼もしく、私の胸を熱くさせました。そこには、他者を思いやる

確かな「優しさ」がありました。 

 しかし、さらに雪が深く積もった翌日のことです。私はあえて、誰にも声をかけませんでした。「昨日の皆

さんの姿を見ていれば、今日はきっと自分たちで気づいて動いてくれるはずだ。今の 3年生なら、それがで

きるはずだ」と信じ、皆さんの主体性を待つことにしたのです。結果はどうだったでしょうか。残念ながら、

その日は誰も雪かきに現れることはありませんでした。 

 私は皆さんに意地悪をしたかったわけではありません。ただ、「誰かに言われたからやる」という段階か

ら、もう一歩先へ進んでほしかったのです。「誰もやっていないけれど、今、これが必要だ」と自分で判断し、

最初の一歩を踏み出す勇気。それを持ってほしいと願ったのです。「誰かがやってから自分もやろう」と考え

るのは、決して悪いことではありません。しかし、誰も動いていない静寂の中で、最初に足を一歩前に出す

こと。これには大きな勇気が必要ですが、その最初の一歩こそが、自分自身の人生を、そして周囲の世界を

変える力を持っているのです。 

 

 実は、私自身にも、その「一歩踏み出す勇気」によって、人 

生の宝物を得た経験があります。私は昔からオリンピックの熱 

狂的なファンの一人です。長野オリンピックが決まったとき、 

何かの形で貢献したいと思いましたが、仕事の忙しさを理由に 

最初からあきらめていました。そんな時、目に入ったのが「聖 

火ランナー」の募集でした。最初は「自分なんかが選ばれるは 

ずがない」「落選したら格好悪い」と、挑戦する前から諦める理 

由ばかりを探していました。しかし、心の中には「何もしない 

で後悔したくない」という小さな思いもありました。私は思い 

切って、自分の情熱と教育への思いを作文に綴り、ポストに投 

函しました。結果、なんと私は当選しました。聖火を手にし、 

信じられない思いで走ったあの日は、人生で最も輝かしい一日 

となりました。沿道からの声援、手に伝わるトーチの重み、そ 

して炎の美しさ。もし、あの時「どうせ無理だ」と自分の可能 

性にフタをしていたら、この素晴らしい景色を見ることはでき 

ませんでした。 

 

 ３年生の皆さん。皆さんの前には、まだ誰も踏み固めていな 

い真っ白な雪原のような未来が広がっています。これからの人 

生、皆さんは何度も「正解のない問い」に直面することでしょう。不安で足が止まることもあるかもしれま

せん。しかし、覚えておいてください。世界を変えるのは、いつだって「最初の一歩」を踏み出した人です。

皆さんは既に、誰かのために動くことのできる「優しさ」を持っています。そこに、自分から動く「勇気」

を加えてください。皆さんが自分の信じる道を、自らの意志で力強く歩んでいくことを、心から願っていま

す。私は、皆さんの「最初の一歩」を、いつまでも応援しています。 

校長 廣澤 孝俊 
                                     



学びを定着させるためにも、図や
イラストを添えると、より一層理
解が深まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

響く歓声と仲間の絆 〜球技大会が行われました～ 

 

 

２月行事予定  

１０日（火）2年立志式  
１１日（水・祝）奥能登吹奏楽合同練習会  
１２日（木）小学校体験入学  
１７日（火）１８日（水）３年期末テスト 
１９日（木）１年職業人講話 
２０日（金）生徒集会 
２４日（火）バイキング給食、生徒会委員会  
２６日（木）1,2年期末テスト  
２７日（金）1,2年期末テスト 、1,2年救命救急講習会 

３月行事予定 

１日（日）吹奏楽部演奏会（ラポルトすず） 
２日（月）全校集会 

１０日（火）１１日（水）公立高校入試 
１３日（金）卒業式 
１７日（火）生徒会委員会 
１８日（水）公立高校合格発表 
２４日（火）修了式・離任式 
 

２月３日（火）、２年生が取り組んできた「のと鉄道 CM制作」の集大成となる上映会が、のと鉄道・穴水駅に
て行われました。この活動は、能登半島の旅の魅力を全国に発信しようと、昨年６月から半年以上かけて進めてき
たものです。会場では、生徒たちが「地元の良さを伝えたい」という一心で制作した、個性豊かな 10本の CMが
披露されました。制作に携わった生徒が「能登の元気を皆さんに伝えられてとてもうれしい。ぜひ、のと鉄道に乗
って穴水に来てほしい」と誇らしげに語る姿が非常に印象的でした。 
上映後のひとときには、文化祭でも披露した合唱曲「群青」を、会場に集まった地域の方々と共に歌い上げまし
た。駅舎に響き渡る歌声と温かな拍手を通じ、生徒たちは地域との絆を再確認するとともに、自分たちの発信が誰
かの心に届く喜びを知り、大きな自信をつける貴重な経験となりました。 
最後になりますが、CM制作にあたり多大なるご協力を 

いただいた電通様、そして当日会場に足を運んでくださっ 
た皆様に心より感謝申し上げます。 
 
 
【お知らせ】  
完成した CMは、今後、本校および「のと鉄道」の 

ホームページ等で公開されます。生徒たちが情熱を込 
めて作った力作を、ぜひ保護者の皆様もご覧ください。 

届け、能登の元気！ ～２年生「のと鉄道 CM上映会」を開催～ 

 

１月２０日（火）、学校公開に合わせて全学年で「球技大会」を開
催しました。冷え込みの厳しい時期ではありましたが、体育館内は
生徒たちの熱気と歓声に包まれました。 
今回の種目は、１・２年生がソフトバレーボール、３年生がバレ

ーボールです。どの学年も白熱した試合が繰り広げられましたが、
特に印象的だったのは、「どんまい！」「次、次！」と互いに声を
掛け合い、励まし合う姿がたくさん見られたことです。チーム一丸
となって協力して競技に取り組む様子に、大きな成長を感じまし
た。 
また、大会の最後には、2・3年生は教員チームと対戦する特別

試合も行われました。 
 当日は学校公開ということもあり、保護者の皆様からも温かな応
援をいただき、ありがとうございました。 

家庭学習の習慣化に向けて ～「＋ONE ノート」取組開始から 2か月～ 

 

 

「＋ONEノート」の取り組みがスタートして、早いもので 2か月が経ちました。当
初、坂下先生から「宿題以外に、自分で課題を見つけて取り組もう」と提案されたこの活
動ですが、取り組み状況はどうでしょうか？ 
現在、すでにノート 1冊目を使い切り、2冊目へと突入した生徒も出てきています。

一方で、日々の忙しさの中で「最近、少しペースが落ちてきたかな？」と感じている人も
いるかもしれません。もし、しばらくノートが止まっているという人がいても、大丈夫で
す。今日から「再スタート」することも、決して悪いことではありません。大切なのは、
完璧を目指すことではなく、何度でもやり直しながら「継続」することです。 
今の小さな積み重ねは、必ず次の学年での大きな力になります。４月から始まる新しい

学年を、自信を持って迎えられるように、今の自分を振り返り、「あと 5分だけ」「あ
と 1ページだけ」と、少しでもいいからもう少し頑張るという気持ちを大切にできたら
いいですよね。 


